
資料 ４

中大連携授業の科目提案について

大学コンソーシアムあきたでは、地域貢献活動としての中等教育部門との連携

・協力をより深めるため、中学校の総合的な学習の時間を活用して様々な分野の

研究者・大学教員が「生徒の考える力」などの育成を目指す企画授業「中大連携

授業」を実施します。ついては、貴機関において出前講義として提供できる科目

(テーマ)について、別紙により平成20年2月15日(金)まで提案してください。

■授業の概要

＜授業スタイル＞

中学校への出前講義として実施、中学校では「総合的な学習の時間」を活

用し、例えば２コマ続きの時間帯（約90分程度）で授業を行う。

＜対象学年＞

特に指定はせず、中学校１～３年生を対象とした授業とします

＜授業回数＞

クラス単位に実施の場合は複数回、学年全体を単位に実施の場合は１回

＜講師謝金等＞

講師謝金は授業１回あたり１万円

秋田市外等へ移動の場合には交通費実費

学生等アシスタントを依頼する場合は、授業１回あたり２千円／人

＜進め方＞

①企画部は、県内中学校に対して「総合的な学習の時間を活用した大学教

員による出前授業」の企画を提示し、実施希望校を募る。その際、各機

関から提案のあった授業企画を「中大連携授業の企画例」として中学校

側に示す。

②企画部は、応募のあった中学校と授業依頼内容について打合せ、担当す

る講師を検討する。

、 。③企画授業に必要な資材消耗品等は講師と打合せの上 企画部が準備する

④事業の広報活動は企画部が行う。

■提出先

大学コンソーシアムあきた企画部 藤井

〒010-0001秋田市中通２丁目1-51明徳館ビル２階カレッジプラザ内

電話018-825-5455 FAX018-836-5388 e-mail Fujii-Kazuaki@pref.akita.lg.jp



大学コンソーシアムあきた中大連携授業の例中学校説明資料

出張講義「科学を楽しもう」

１ 主旨

大学コンソーシアムあきたでは、地域貢献活動としての中等教育部門との連

携・協力をより深めるため、中学校の総合的な学習の時間を活用して様々な分

野の研究者・大学教員が「生徒の考える力」などの育成を目指す企画授業を実

施します。各中学校からの依頼に応じて、様々な分野の教員を講師として派遣

し、中学生を対象にした企画授業を行います。テーマについては、人文・社会

・自然科学の各分野から、受入中学校の要望を踏まえて提供します。授業内容

については、中学校の学習状況を踏まえ、科学的な方法論を題材に、生徒が自

ら考え、学ぶ姿勢の涵養に資するなど、中学校学習指導要領に定める「総合的

な学習の時間」の主旨や目的を踏まえたものとします。

＜理事長 三浦 亮(秋田大学長）、秋田県内13高等教育機関連携組織＞２ 実施主体 大学コンソーシアムあきた

３ 授業運営

(1) 大学教員が貴校に出張して企画授業を行います。

(2) 対象学年は指定せず、１クラス(40人程度)に対して90分程度の授業を１回

行います。なお、授業日については、貴校と調整させていただきます。

(3) 授業によっては、理科室等実験できる室を使用させていただきます。

(4) プレゼンテーション機器、実験材料などは当方で準備します。なお、貴校

備品を使用させていただく場合もあります。

(5) 貴校の費用負担はありません。

４ 授業の進め方

この企画授業のねらい（主旨）や講師を紹介しますねらい説明

テーマ説明の後、グループ毎に実験に取り組みます。実験中は講師が各グループを廻り、生徒とのコ

ミュニケーションも図ります。～「中学校の頃はどんな生徒だったの？「なんで科学者になろうとｸﾞﾙｰﾌﾟ実験 」

思ったの？」などから「科学者ってどんな人か」を対話を通して感じてもらいます～

実験結果や仮説を振り返り、それに導かれる教育効果を認識させます振り返り
～終わりに、講師からこの実験を通して伝えたいメッセージを贈ります～

授業についての感想（自由記載）を書いてもらいます感想記載



大学コンソーシアムあきた中大連携授業出張講義

授業提案書

授業テーマ

担当講師名

受講対象者

履修要件

授業の形式

そ の 他

◆授業の目的

◆授業の内容

◆その他

○この提案書は２月１５日(金)までに御提出ください。


